
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 対象となる区域 
対象区域は、山形市の全域とする。 

ただし、山形連携中枢都市圏（山形連携中枢都市圏ビジョン）、仙山
生活圏（仙山圏交通網の充実に向けた仙山線の利用促進及び利便性向
上プロジェクト）などの広域的な連携についても検討する。 

取り組み期間 
期間は、令和 4（2022）年度から令和 8（2026）年度までの 5 年間とする。 

なお、社会情勢の変化や関連する法令・制度の変更、上位・関連計画の見直しなどによっ
て、新たな対応が生じた場合は、必要に応じて見直しを検討する。 

対象となる移動手段 
鉄道・バス・タクシー等の公共交通を基本としつつ、

福祉輸送や民間送迎サービス、カーシェア・シェアサイ
クル・マイカーなどとの連携・役割分担も含めて取り扱
う。 

はじめに 

MaaS とは 
MaaS（Mobility as a Service）とは、

モビリティのサービス化のこと。 

国土交通省の日本版 MaaS では、一人

ひとりの移動ニーズに対応して、複数

の公共交通やそれ以外の交通手段を最

適に組み合わせて検索・予約・決済等を

一括で行い、観光や医療等の目的地に

おける交通以外のサービス等との連携

により、移動環境向上や地域の課題解

決にも資する重要な手段としている。 

本市では、公共交通のマスタープラ

ンである『山形市地域公共交通計画（令

和 3 年 3 月策定』に基づき、様々な移

動手段を本 MaaS によって１つに束ね、

移動目的と結びつけることで、本市が

抱える課題の解決を図る。さらに「山形

県地域公共交通プラットフォーム」や

「交通系 IC カード」等、公共交通の ICT

を活用しながらデータとシステムの整

備を段階的に行い、多くの市民や来訪

者の移動環境の向上を目指す。 

 

山形市における MaaS の現状 
本市では、令和 3年度から MaaS 導入

に関する勉強会や検討会を開催し、庁

内関係部署に加え、交通事業者や国、県

からも参加いただきながら具体的な検

討を開始している。また、山形県におい

て、県内市町村や交通事業者と協働で

令和 2 年度から「山形県地域公共交通

情報基盤」を整備しており、本市で運行

しているコミュニティバス等の路線情

報をオープンデータ化している。近隣

の仙台市では「仙台 MaaS」の運用を令

和 3 年度から開始している。 

導入方針の役割 
導入方針では、まち

づくり（都市計画、福

祉、観光など）との一

体性を確保しながら、

MaaS 導入の方向性（課

題、解決策）と実現の

ための具体的な取り組

みを示している。 

山形市 MaaS 
導入方針 
概要版 

MaaS 導入によ
って解決する課
題や目指す姿・
目標を明らかに
する 

期間内に実施す
べき事業の方向
性や取り組みを
示す 

事業の推進体制
や推進方法を示
す 

１ ２ ３ 
【導入方針の 3 つの役割】 

MaaS の課題と将来像 

課題 
山形市の公共交通の現状と方向性を踏ま

え、本市における MaaS 導入に向けた課題に

ついて、①プラットフォーム、②公共交通サ

ービス、③生活・観光サービス、④広域連携

の４つの分野に分けて整理した。 

ターゲット 
山形市で暮らす・訪れる全ての人を対象とするが、利用者のニーズごとに適したサー

ビスを提供する。 

（市民：高齢者、学生、子育て世代、ビジネスなど 来訪者：観光客、学生、ビジネスなど） 

④ 広域連携 
③ 生活・観光サービス
② 公共交通サービス 
① プラットフォーム 

山形市 MaaS の将来像 
以上を踏まえて、山形市 MaaS の将来像は以下のように定める。 

なお、この目指す姿は、山形市地域公共交通計画が定める「公共交通ネットワーク

ビジョン」と同様に、約 15 年後を展望したものである。 
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山形市

地域公共交通計画

山形市

Ma a S 導入方針

2 0 2 1 ～2 0 2 5

将来像：約1 5 年後を展望

事業：５年間で優先的に実施すべき取り組み

2 0 2 6 ～

2 0 2 ２～2 0 2 ６ 2 0 2 7 ～

MaaS 導入の目的 
本市の公共交通を取り巻く状況として、「高齢者などの不安と多様なニーズへの対応」、「利

用が伸びない公共交通サービス」、「日常生活における自家用車の多用」といった様々な課題
を抱えている。 

特に、自家用車の多用によりさらに低下が懸念される公共交通サービスへの迅速な対応の
ほか、自家用車の運転が困難な高齢者（免許返納者）の買い物や通院といった日常生活にお
ける移動や、自家用車などの移動手段を持たない学生の通学などにおける移動に対する、多

様な移動手段の確保と移動サービスの充実が必要である。 
このような課題に対応するため、既存の公共交通サービスと ICT 等の新技術を活用した新

しい交通サービスを連携し、多様な交通手段の選択を可能とする「MaaS」を導入することで、

「自家用車に頼らなくても誰もが快適に移動できる環境の構築」を目指すもの。 

福祉輸送

施設送迎

路線バス

循環バス

鉄道

タクシー

仙山
連携

自家用車に
頼りすぎない
生活や移動の

提案

市内での生
活利便性の

向上

高齢者の
健康寿命の

延伸

安心な
子育て環境

の創出

周辺市町と
の交流促進

魅力周知と
交流人口の

促進

公共交通と
適切な連携

限りある
サービスの
有効活用

中心市街地
の利便性
の向上

中心市街地
のアクセス
性の向上郊外の交通

モデル事業
と連動

広域移動の
維持・確保

鉄道駅から
住宅地まで
の移動確保 高齢者等の

外出機会の
創出

公共交通と
観光周遊
プランの

連携

商業・医療・
福祉施設
サービスの

創出

移動の選択
肢の自由度

の向上

施設独自の
送迎サービ
スと連携

＊村山地域の
広域Maa S など

シェア
サービス

他の
MaaS

他の
アプリ

地域経済の
活性化を

促進

村山
地域

＊仙台Ma aS
との連携

中心市街地
への移住・
定住を促進

コミュニ
ティバス

山形県地域公共交通
プラットフォーム

データを自動で蓄積 サービスを提供
連携

山形市Ma a Sプラ ッ ト フ ォ ーム

データ 管理・ 標準化・ 分析・ 活用

山形市地域
公共交通計画

整合性
の確保



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

先行トライアル事業 
市民の様々な移動を支えることを目的に、「スマ－トフォン・イン

ターネットへの親和性」や「公共交通の利用ニーズ」の高い若者をメ

インターゲットとしつつ、高齢者や子育て世帯なども対象とし、本市

が運行するコミュニティバスと路線バス、大学スクールバスと連携す

ることなどで市内の移動利便性と回遊性を高めることをメインの取

り組みとする。加えて、補足的な取り組みとして、シェアサイクルに

よる中心部の細やかな移動手段の提供を検討する。また、移動だけで

なく、市内の商業施設等の活性化を目的として、利用者に買物時の特

典を付与することも検討する。 

将来像（目指す姿）の実現に向けて以下のような取り組み事業を行う。 
本市における MaaS 導入の第一段階として、早期に着手できる取り組みを先行トライアル事業として位置付け、検証を行いながら次年度以降の対象・分野拡大

を目指す。 

 

推進体制・今後の進め方 具体的な取り組みとスケジュール 

 
取り組みのステップ 

事業の推進にあたっては、下図に示す取り組みのステップに沿

って早期に着手可能なものから順次実施するものとし、評価・検

証・見直しを行いながら取り組みを拡大する。 

 

コンソーシアムの設立 
山形市 MaaS を効果的かつ効率的に提供・運営するため、公共交

通（静的・動的データおよび予約・決済データ）を主として議論を

行うコンソーシアムを設立する。コンソーシアムは、導入方針の

策定に関わったコアメンバーを中心として、必要に応じ他のメン

バー（関係課・ICT 企業・経路検索事業者・交通以外サービスなど）

を加えながら、施策の実施体制を整える。 

なお、本導入方針全体の達成目標については、上位計画である

「山形市地域公共交通計画」に準ずるものとするが、事業の評価・

検証を行うため、各事業の事業計画において実施目的を整理する

とともに、導入効果・目標の設定を行う。 

＊短期間で実施

短い期間での検証・見直しを繰り返しながら、束ねる移動手段・エリア・分野の拡大

早期に着手できる小さな取り組みから実施（先行トライアル事業）

評価・検証 見直し

先行トライアル事業の本格化および拡大展開

評価・検証見直し 評価・検証 見直し

ステップ１

ステップ２

先行トライアル事業

①路線バスとベニちゃんバスの連携による一般向け事業

②スクールバスとベニちゃんバスの連携による学生向け事業
シェアサイクル

路線バス ベニちゃんバス

スクールバス ベニちゃんバス

買物特典

買物特典

交通施策とも適切に連携

NO. 分野 施策 具体的な取り 組み タ ーゲッ ト １ 年目 ２ 年目 ３ 年目 ４ 年目 ５ 年目 中長期

1

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

① 山 形 市 Maa S プ

ラ ッ ト フ ォ ーム ・

ア プリ の整備

・ 山形市Ma a Sアプリ ・ プラ ッ ト フォ ームの基盤作成

・ 山形市Ma a Sアプリ のカス タ マイ ズ

・ データ 整備

ー
・ 山 形 市 Maa S ア プ
リ ・ プラ ッ ト フ ォ ーム
の基盤作成

②山形県地域公共交

通情報共有基盤と

の連携

・ AIによ る 効率的な経路検索・ 空車時間の有効活用

・ 「 山形県地域公共交通プラ ッ ト フ ォ ーム」 におけ

る オープン データ を活用し たデジタ ルサイ ネージ等

のバス 案内

ー

・ 「 山形 県 地 域 公共 交通プ

ラ ッ ト フ ォ ーム 」 におけ る

オープン データ を 活用し た

デジ タ ルサイ ネ ージ 等のバ

ス 案内

③ 交通系 IC カ ー ド

の利用拡大

・ 地域連携ICカード の導入・ 利用促進・ 拡大

・ ODデータ の取得・ 分析・ 活用
ー

・ 地域連携ICカード の
導入
・ ODデータ の取得

2

交
通
サ
ー
ビ
ス

①中心市街地の更な

る 利便性向上

・ コ ミ ュ ニティ バス と 路線バス と タ ク シー等と の連

携チケッ ト の発行
すべて

・ コ ミ ュ ニティ バス と
路線バス と の連携

・ コ ミ ュ ニティ バス と
タ ク シーと の連携
・ コ ミ ュ ニティ バス と
空港シャ ト ルバス と の
連携

②シェ アサービ ス の

導入

・ シェ アサイ ク ルの導入

・ カーシェ アと の連携

・ シェ アサービ ス と バス 等と の連携チケッ ト の発行

すべて
・ シェ アサイ ク ルの導
入

・ カーシェ アと の連携
・ シ ェ ア サービ ス と バス 等と

の連携チケッ ト の発行

③新たな公共交通と

の連携

・ 公共交通モデル事業と の連携

・ AIオン デマン ド 交通の導入

・ 自動運転の導入

山形市民
・ 公共交通モデル事業
と の連携

・ 自動運転の実証運行

④タ ク シーを 活用し

た 様々な移動手段

の確保

・ 相乗り タ ク シーの運行シス テム 構築

（ 予約・ 利用者マッ チング等）

山形市民
（ 郊外在住）

・ 相乗り タ ク シーの運
行シス テム構築

⑤広域の利便性向上 ・ 鉄道と 高速バス と の連携チケッ ト の発行 すべて

・ 鉄道と 高速バス の相互利用

チケッ ト の発行

・ 高速道路と の連携

3

生
活
・
観
光
サ
ー
ビ
ス

①施設サービ ス や居

住地、 駐車場と の

連携

・ 施設で利用可能な割引ポイ ント ・ ク ーポンの発行

・ ス ク ールバス と コ ミ ュ ニティ バス 等と の連携

・ ス ク ールバス のオープンデータ 化

・ 商業施設送迎バス のオープンデータ 化

・ 病院送迎バス のオープンデータ 化

・ グリ ーンス ロ ーモビ リ ティ の導入

・ 駐車場、 高速道路と の連携

すべて

・ 施設で利用可能な割
引ポイ ント ・ ク ーポン
の発行
・ ス ク ールバス と コ
ミ ュ ニティ バス 等と の
連携
・ ス ク ールバス のオー
プン データ 化

・ 商業施設送迎バス の
オープンデータ 化

・ 病 院送 迎 バ ス の オ ープ ン

データ 化

・ グ リ ーン ス ロ ーモビ リ ティ

の導入

・ 駐車場と の連携

②健康アプリ と の連

携

・ ICシルバー定期券のデータ 分析

・ S UKS K健康アプリ と の連携

山形市民
（ 高齢者）

・ S UKS K健康アプリ と の連携

③観光資源・ 観光事

業者と の連携

・ AI動向分析によ る モデルコ ース の提案

・ 観光ガイ ド のオンラ イ ン化

・ 観戦・ 鑑賞と 交通サービ ス の連携チケッ ト の発行

・ アプリ ケーショ ンの多言語化

観光客等
・ AI動向分析によ る モ
デルコ ース の提案

・ 観光ガイ ド のオンラ
イ ン化

・ 観戦・ 鑑賞と 交通
サービ ス の連携チケッ
ト の発行

・ ア プリ ケ ーシ ョ ン の多言語

化

4

広
域
連
携

①仙台市と の連携

・ 仙台Ma aS と の連携

・ 仙山圏交通網の充実に向けた仙山線の利用促進及

び利便性向上プロ ジェ ク ト と の連携

すべて ・ 仙台Ma aS と の連携

・ 仙山圏交通網の充実に向け

た 仙山線の利用促進及び利

便性向上プロ ジ ェ ク ト と の

連携

②村山地域（ 6 市7

町） と の連携

・ 山形県地域公共交通計画と の連携

・ 連携中枢都市圏の取り 組みと 連携

山形市民
村山地方住民

・ 連携中枢都市圏の取り 組み

と 連携

③その他Maa S と の

相互連携

・ JAL Ma a Sと の連携

・ TOHOKU Ma a S（ JR東日本） と の連携

山形市民
観光客等

・ J AL Ma a S と の連携
・ TOHOKU Ma a Sと の
連携

山形市Ma a Sアプリ のカス タ マイ ズ（ 随時対応）

地域連携ICカード の利用促進・ 拡大（ 随時対応）

ODデータ の分析・ 活用（ 随時対応）

AIによ る 効率的な
経路検索・ 空車時間の有効活用

山形県地域公共交通計画と の連携（ 随時対応）

AIオンデマンド の実証運行

データ 整備（ 随時対応）

ICシルバー定期券のデータ 分析（ 随時対応）

  （先行トライアル事業） 

■有識者（座長）

■交通事業者

■山形県

■山形運輸支局

コアメンバー
( 交通事業者、関係機関等)

・公共交通を中心に検討

■関係課（適宜追加）

庁内会議
・関係計画を基に連携

■講師
■IT事業者

技術支援( 講師・IT事業者)

その他関係組織
観光協会、
商工会議所 など

【事務局】 山形市企画調整課交通政策室

連携

連携

必要に
応じて
助言


